
1──「葬送という文化」の特集にあたって

　

激
動
の
清
末
時
代
を
生
き
た
思
想
家
・
康
有
為
の
『
大
同
書
』
に

収
め
ら
れ
た
「
己
部　

去
家
界
為
天
民
」
は
、「
第
一
章　

総
論
」

か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、「
第
二
章　

人
本
院
」「
第
三
章　

育
嬰
院
」

「
第
四
章　

小
学
院
」「
第
五
章　

中
学
院
」「
第
六
章　

大
学
院
」

「
第
七
章　

恤
貧
院
」「
第
八
章　

医
疾
院
」「
第
九
章　

養
老
院
」

と
続
く
。
こ
の
世
で
あ
る
「
家
界
」
を
去
っ
て
「
天
民
」、
つ
ま
り

悩
み
も
苦
し
み
も
貧
し
さ
も
憎
し
み
も
諍
い
も
な
く
、
豊
穣
で
誰
も

が
助
け
合
い
和
む
理
想
の
世
界
に
生
き
る
天
民
と
な
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
の
社
会
を
築
き
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む
べ
き

か
。
康
有
為
な
ら
で
は
の
「
中
国
の
夢
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
第
九
章　

養
老
院
」
ま
で
は
納
得
で
き
る
の
だ
が
、
最
終
の

「
第
十
章　

考
終
院
」
に
至
っ
て
些
か
な
り
と
も
頭
を
捻
っ
て
し
ま

う
。
な
ぜ
康
有
為
は
自
ら
が
理
想
郷
と
し
て
構
想
し
た
で
あ
ろ
う
大

同
世
界
に
、
人
の
死
に
関
わ
る
一
項
、
い
わ
ば
死
者
を
ど
の
よ
う
に

弔
い
、
亡
骸
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
と
い
う
項
目
を
書
き
加
え

た
の
か
。
そ
こ
か
ら
は
、
清
末
保
皇
派
の
指
導
者
と
し
て
『
孔
子
改

制
考
』
を
掲
げ
て
頑
迷
な
保
守
派
と
戦
い
、
復
古
的
革
命
主
義
者
と

も
い
え
る
章
太
炎
と
舌
鋒
鋭
く
渡
り
合
っ
た
姿
は
想
像
す
ら
で
き
そ

う
に
な
い
。

　

だ
が
、
考
え
て
み
る
と
、
人
口
大
国
で
あ
る
中
国
な
ら
、
多
く
の

亡
骸
を
如
何
に
葬
る
か
は
、
一
面
で
は
淡
々
と
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
実
的
な
難
題
で
も
あ
ろ
う
。
生
者
は
必
ず
亡
び
る
わ
け
だ

か
ら
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
康
有
為
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
深
い
関
心

を
示
し
た
に
違
い
な
い
。

　
「
第
十
章　

考
終
院
」
の
冒
頭
で
、
康
有
為
は
「
一
、
凡
人
死
、

不
論
老
少
、
貴
賤
、
有
疾
、
無
疾
、
在
私
家
、
在
公
家
、
報
考
終

院
、
或
裹
以
帛
、
或
盛
以
棺
、
立
移
于
此
院
」
と
記
す
。
人
が
死
ん

だ
ら
、
年
齢
、
性
別
、
貴
賤
、
死
因
、
死
ん
だ
場
所
、
死
者
の
立
場

に
関
係
な
く
、
考
終
院
に
報
告
し
、
帛
で
裹
み
、
あ
る
い
は
棺
に
納

め
て
、
直
ち
に
考
終
院
に
移
送
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
さ

に
康
有
為
は
死
者
を
一
括
管
理
す
る
弔
い
の
た
め
の
公
的
機
関
と
し

て
の
考
終
院
を
位
置
づ
け
た
。
一
般
的
に
は
葬
送
は
家
族
で
は
な
く

地
域
の
共
同
体
が
執
り
行
っ
て
き
た
と
理
解
す
る
が
、
康
有
為
は
葬

送
と
地
域
の
共
同
体
と
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
。
さ
て
、
大
同
世
界

「
葬
送
と
い
う
文
化
」の
特
集
に
あ
た
っ
て 

編
集
部
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に
は
地
域
の
共
同
体
な
ど
は
不
要
と
い
う
こ
と
か
。

　

亡
骸
は
内
と
い
わ
ず
外
と
い
わ
ず
香
華
が
焚
か
れ
る
考
終
院
に
安

置
さ
れ
、
縁
者
に
よ
っ
て
厚
く
弔
わ
れ
る
。
葬
送
儀
礼
に
関
し
調

度
・
備
品
か
ら
期
間
に
至
る
ま
で
、
死
者
生
前
の
功
績
・
社
会
的
地

位
・
年
齢
・
学
歴
な
ど
に
よ
っ
て
細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
亡

骸
の
処
理
に
つ
い
て
は
土
葬
、
火
葬
、
鳥
葬
な
ど
を
挙
げ
た
後
、

「
千
数
百
年
行
大
同
之
時
、
機
器
日
精
、
電
化
更
奇
、
必
有
電
化
新

機
器
、
鼓
動
風
転
、
傾
刻
足
以
形
骸
骨
肉
于
無
有
者
、
上
復
帰
于
虚

無
、
下
散
入
于
山
谷
」
と
記
し
て
い
る
。
千
数
百
年
が
過
ぎ
て
大
同

世
界
に
至
れ
ば
必
ず
や
ハ
イ
テ
ク
機
器
が
発
明
さ
れ
、「
鼓
動
風

転
」
と
い
う
か
ら
瞬
時
に
し
て
「
形
骸
骨
肉
」
は
消
え
去
り
、
魂
は

虚
無
の
世
界
に
還
り
、
遺
さ
れ
た
灰
は
山
野
に
撒
か
れ
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

康
有
為
の
描
く
大
同
世
界
で
は
、
弔
い
の
形
に
は
大
い
に
こ
だ
わ

る
が
、
亡
骸
は
機
械
的
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も

「
大
功
徳
」
の
あ
る
者
に
限
っ
て
は
、
そ
の
亡
骸
を
薬
品
で
保
存

し
、
天
下
に
範
と
し
て
示
す
と
綴
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す

る
な
ら
、
永
久
保
存
処
理
さ
れ
た
亡
骸
に
教
育
的
機
能
を
持
た
せ
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

か
く
て
「
第
十
章　

考
終
院
」
は
、
死
者
生
前
の
事
績
と
遺
産

は
、
凡
て
を
考
終
院
に
記
録
す
る
。
遺
産
は
原
則
と
し
て
遺
産
官
が

管
理
す
る
公
共
財
と
な
り
、
事
績
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
功
徳
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
史
館
に
送
っ
て
後
世
に
伝
え
る
│
│
で
結

ば
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
康
有
為
が
描
く
大
同
世
界
に
お
け
る
天
民
た
ち
の
弔
い

の
形
、
い
わ
ば
天
民
に
と
っ
て
の
葬
送
文
化
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

時
は
変
わ
っ
て
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
二
日
の
夕
暮
れ
時
の
上

海
。「
コ
ロ
ン
ビ
ア
路
か
ら
虹
橋
路
へ
と
、
ジ
グ
ザ
グ
な
行
列
が
、

口
々
に
何
か
を
唱
え
な
が
ら
流
れ
て
い
た
。
黄
ば
ん
だ
ポ
プ
ラ
の
葉

の
向
こ
う
に
も
、
は
る
か
に
行
列
が
続
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
大

き
な
白
い
幡
が
、
数
人
の
若
い
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
進
ん
で
ゆ

く
」。「
狂
っ
た
国
民
党
の
弾
圧
に
散
り
去
っ
た
同
志
を
見
な
が
ら
、

一
人
節
を
変
え
な
い
魯
迅
」
を
送
る
葬
列
は
、
校
舎
の
窓
か
ら
眺
め

て
い
た
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
に
様
々
な
感
慨
を
抱
か
せ
た
。

　

魯
迅
の
死
か
ら
十
年
ほ
ど
が
過
ぎ
た
一
九
四
六
年
一
月
。
蔣
介
石

の
凱
旋
帰
還
を
前
に
し
た
南
京
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
頑
丈

に
固
め
ら
れ
た
汪
兆
銘
の
墓
が
破
壊
さ
れ
、
暴
か
れ
て
い
る
。「
同

生
共
死
」
を
掲
げ
て
日
本
と
提
携
し
た
漢
奸
に
対
す
る
断
固
た
る
報

復
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
一
九
五
六
年
四
月
。
北
京
の
中
南
海
懐
仁

堂
に
お
け
る
中
央
工
作
会
議
が
休
憩
に
入
っ
た
頃
、
毛
沢
東
の
目
の

前
に
、
冒
頭
に
「
人
は
生
か
ら
死
に
至
る
。
こ
れ
が
自
然
の
定
め
で

あ
る
。
人
の
死
後
、
そ
れ
相
応
に
処
置
し
、
妥
当
な
形
式
に
よ
っ
て

葬
儀
を
執
り
行
い
、
哀
惜
の
念
を
託
す
。
こ
れ
が
人
の
常
な
る
情

だ
」
と
書
か
れ
た
文
書
が
差
し
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
死
者
を
安
ら

か
に
葬
る
こ
と
は
人
を
尊
重
す
る
こ
と
に
繋
が
る
、
だ
が
限
り
あ
る
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土
地
や
資
源
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
中
国
で
一
般
的
に
行
わ
れ
て

き
た
土
葬
の
習
慣
を
火
葬
に
改
め
る
べ
き
だ
と
訴
え
、
中
央
工
作
会

議
に
参
加
し
た
国
家
の
指
導
幹
部
に
対
し
、
火
葬
賛
成
の
署
名
を
募

る
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
筆
を
持
っ
て
毛
沢
東
が
署
名
す
る
。
そ
の
筆
は
朱
徳
、
彭
徳

懐
、
康
生
、
劉
少
奇
へ
と
渡
り
、
以
下
、
周
恩
来
、
彭
真
、
董
必

武
、
鄧
小
平
な
ど
総
勢
で
一
一
五
人
が
署
名
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

譚
震
林
、
楊
尚
昆
、
陶
鋳
、
賀
龍
、
胡
耀
邦
、
陳
伯
達
、
羅
瑞
卿
、

李
先
念
、
葉
剣
英
な
ど
の
名
前
も
み
え
る
。
そ
の
な
か
の
一
人
が
署

名
を
終
え
た
後
に
「
炉
の
中
で
焼
か
れ
る
と
、
痛
い
か
な
あ
」
と
呟

く
と
、
一
同
か
ら
笑
い
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
毛
沢
東
の
指
導
の

下
、
一
一
五
人
の
誰
も
が
一
致
団
結
し
て
社
会
主
義
社
会
建
設
に
邁

進
し
て
い
た
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

や
が
て
大
躍
進
政
策
か
ら
文
化
大
革
命
を
経
て
改
革
開
放
の
時
代

へ
と
激
動
を
繰
り
返
す
。
激
し
い
権
力
争
い
、
路
線
闘
争
の
過
程

で
、
勝
者
と
敗
者
と
が
生
ま
れ
、
敗
者
は
権
力
の
座
か
ら
追
わ
れ

る
。
一
一
五
人
の
全
員
が
勝
者
の
ま
ま
人
生
を
終
え
た
わ
け
で
は

な
い
。

　

火
葬
賛
成
に
最
初
に
署
名
し
た
毛
沢
東
は
火
葬
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
永
久
保
存
処
置
を
さ
れ
て
い
る
。
誰
に
看
取
ら
れ
る
こ
と
な
く

こ
の
世
を
去
っ
た
と
い
わ
れ
る
劉
少
奇
な
ど
は
、
悲
劇
の
最
た
る
例

だ
ろ
う
。
一
一
五
人
の
誰
彼
が
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
弔

わ
れ
た
の
か
。
そ
こ
か
ら
、
そ
の
時
々
の
権
力
構
造
の
在
り
よ
う
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

生
前
か
ら
「
人
は
死
ん
だ
後
、
な
ぜ
に
骨
や
灰
を
保
存
し
て
お
く

の
か
。
大
地
に
撒
い
て
肥
料
に
す
る
も
よ
し
、
海
や
河
川
に
流
し
て

魚
の
餌
に
す
る
も
よ
し
」
と
語
っ
て
い
た
周
恩
来
の
遺
志
に
従
い
、

彼
の
遺
灰
は
鄧
頴
超
夫
人
の
手
で
黄
海
上
空
に
撒
か
れ
た
。
そ
の

死
か
ら
四
カ
月
ほ
ど
が
過
ぎ
た
一
九
七
六
年
四
月
の
清
明
節
、
周

恩
来
の
死
を
悼
む
人
々
の
心
の
叫
び
は
四
人
組
へ
の
怨
嗟
の
噴
出
で

あ
り
、
一
時
は
権
勢
を
恣
に
し
て
い
た
四
人
組
の
失
脚
へ
の
序
曲

だ
っ
た
。

　

毛
沢
東
の
葬
儀
を
主
宰
し
た
華
国
鋒
が
後
継
者
と
な
り
、
や
が
て

四
人
組
は
毛
沢
東
の
葬
儀
の
公
式
記
録
か
ら
も
消
し
去
ら
れ
た
。
胡

耀
邦
の
不
幸
な
死
を
弔
う
若
者
は
天
安
門
広
場
に
集
い
、
や
が
て
激

し
い
民
主
化
運
動
に
向
か
っ
た
。
改
革
開
放
を
進
め
た
鄧
小
平
は
、

一
九
五
六
年
四
月
の
署
名
の
通
り
に
火
葬
さ
れ
、
そ
の
灰
は
大
空
か

ら
広
大
な
大
地
に
撒
か
れ
た
。

　

そ
し
て
対
外
開
放
か
ら
三
十
数
年
が
過
ぎ
た
い
ま
、
中
国
各
地
か

ら
は
異
常
な
ま
で
に
贅
を
尽
く
し
た
葬
送
の
例
が
数
多
く
伝
え
ら
れ

る
。
旧
中
国
に
お
け
る
「
孝
」
の
理
想
が
復
活
し
た
の
か
ど
う
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
厚
く
葬
る
」
こ
と
を
可
能
に
す

る
金
銭
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
毛
沢
東
が
掲
げ
た
平
等
社
会
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ

う
な
格
差
社
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。
一
説
に
は
、
全
人
口
の
一
％
に

国
全
体
の
富
の
三
分
の
一
が
集
中
し
て
い
る
と
も
。
都
市
と
農
村
、
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権
力
を
持
つ
者
と
持
た
ざ
る
者
の
間
に
は
越
え
難
い
懸
崖
が
横
た
わ

る
。
農
村
幹
部
の
横
暴
に
苦
し
み
自
殺
し
た
農
民
の
遺
体
を
抗
議
の

た
め
に
郷
政
府
に
担
ぎ
込
む
と
い
っ
た
、
か
つ
て
福
建
な
ど
で
み
ら

れ
た
「
軽
生
図
頼
」「
架
命
図
頼
」
を
思
わ
せ
る
例
す
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

│
│
人
は
「
人
の
死
」
を
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に
弔
い
、
な
に

を
託
し
、
ど
ん
な
念
い
で
葬
送
を
営
ん
で
来
た
の
か
。

　

本
特
集
は
、
葬
送
に
投
影
さ
れ
た
時
代
情
況
、
政
治
、
思
想
、
社

会
な
ど
の
諸
相
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
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